
1 

 

13 工業 

学校番号 3006 

令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 課題研究 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

課題研究は、今まで２年間で学習したことを総合的に理解し、さらにそのテーマの専門性を深化

させて産業界を支える人材となることが目標です。 

２ 学習の到達目標 

単に基礎的・基本的な知識と技術を習得させるだけではなく、現代社会における工業の意義や役

割を理解させるとともに、工業技術の諸問題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、

工業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各テーマに関する

課題について関心

をもち、その改善・

向上をめざして主

体的に取り組もう

とするとともに、実

践的な態度を身に

付けている。 

各テーマに関する諸

課題の解決をめざし

て思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技

術を基に、技術者とし

て適切に判断し、表現

する創造的な能力を

身に付けている。 

各テーマに関する

基礎的・基本的な技

術を身に付け、環境

に配慮し、ものづく

りを合理的に計画

し、その技術を適切

に活用している。 

各テーマに関する基

礎的・基本的な知識

を身に付け、現代社

会における工業の意

義や役割を理解して

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

製作品 

発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

製作品 

発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

製作品 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

製作品 

自己評価・相互評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

･課題の選定 

･課題決定と進め方 

･準備 

･課題に取り組む 

○ ○ ○ ○ a:前年度や過去の発表会等を参考

に、作品製作、調査・研究、実

験、実習等の分野別の課題を考

えさせる。 

b:課題を設定し、年間スケジュー

ルを考えさせる。 

c:課題研究に必要な材料や教具、

資料を集める。 

d:各課題に別れ取り組み、理解を

深める。 

課題に対し

て、興味・関

心を持って

意欲的にと

組んでいる

か、目標設定

や計画性は

十分である

かといった

取り組みも

合わせ、総合

的に判断し

評価を行う。 

２
学
期 

 

･課題に取り組む 

･課題の完成 

･発表準備に取り組

む 

○ ○ ○ ○ a:課題研究について関心を持って

意欲的に取り組む態度を身につ

けている 

b:課題の解決をめざして思考を深

め、基礎的・基本的な知識と技

術を基に、技術者として適切に

判断し、表現する創造的な能力

を身に付けている。 

c:計画立案に基づき、その意味意

義を理解し、各作業、資料を的

確に作成できる。基本的なプレ

ゼンテーション能力を身につけ

ている。 

d:各自の研究テーマについての知

識と技術について、理解してい

る 

 

課題に対し

て、興味・関

心を持って

意欲的にと

組んでいる

か、完成した

課題につい

て、その知識

を理解して

いるか、発表

についての

表現などは

どうか、など

の取り組み

も合わせ、総

合的に判断

し評価を行

う。 
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３
学
期 

 

･課題研究の発表会

を実施する 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

 

○ a:課題研究について関心を持って

意欲的に取り組む態度を身につ

けている 

b:課題の解決をめざして思考を深

め、基礎的・基本的な知識と技

術を基に、技術者として適切に

判断し、表現する創造的な能力

を身に付けている。 

c:計画立案に基づき、その意味意

義を理解し、各作業、資料を的

確に作成できる。基本的なプレ

ゼンテーション能力を身につけ

ている。 

d:各自の研究テーマについての知

識と技術について、理解してい

る 

 

完成した課

題について、

その知識を

理解してい

るか、発表に

ついての表

現などはど

うか、などの

取り組みも

合わせ、総合

的に判断し

評価を行う。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


